
 

 

 

 

 

 

 

 那覇みらい支援学校の開校準備がはじまりました。 

那覇みらい支援学校は、那覇南部地区の特別支援学校の過密化解消と、那覇市在住の児童生

徒の市外の特別支援学校への通学負担を軽減するため、那覇市古波蔵（旧沖縄赤十字病院跡地）

に令和４年４月に開校します。 

開校準備室は、那覇市の八汐荘に開室し、室長、主任指導主事、指導主事３名、主査、主任の計

７名で、開校準備を進めていきます。 

本校は、地域に根ざし、知的障害、肢体不自由、病弱のそれぞれの障害に応じた教育の充実と共

生社会の形成に向けて、障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が共に学ぶ機会の充実に取

り組んでいきます。 

現在、校舎等の建築も順調に進んでおり、外観も国道から少しずつではありますが、見えてきてい

ます。 

これから、学校全体の特色や開校準備状況など、「開校準備室だより」を通じて情報を発信して

まいります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで らッキー いこうよ 

開校準備室だより 

〒９００－００１４ 那覇市 松尾１丁目６－１（３F） 

電話  (098)860-2091   

FAX  (098)860-2094 

沖縄県立那覇みらい支援学校開校準備室 

室長  新垣 ゆかり 

令和３年４月１５日  第１号 

開校準備室担当者  

室長：新垣 ゆかり、主任指導主事：津波佳和 

指導主事：圓 雅之、照屋紀子、中曽根祐子、 

主査：大城真紀子、主任：稲嶺賢司の７名です。 

  今後とも、ご理解とご支援をよろしくお願いします。 

那覇みらい支援学校 

校章決まる！ 
～校章のねがい～ 
「多様性のある子ども達が伸び伸びと育ち、未来を創造して欲しい」 
○鳥が、みらいへ羽ばたく様 
○複数の若葉がだんだん色濃くなることで、成長していく様 
○それぞれの想い（中央下の円形）が未来に向かって大きくなっ
ていく様 
この３つのイメージを重なり合わせて表現しています。 
（稲田 政博氏） 

 



 

 

沖縄県立 那覇みらい支援学校 

肢体不自由・病弱部門 

小・中・高等部 

・鏡が丘特別支援学校 

・島尻特別支援学校 

・那覇特別支援学校 

の一部の児童生徒 

小・中・高等部 

・大平特別支援学校 

・島尻特別支援学校 

・西崎特別支援学校 

の一部の児童生徒 

知的障害部門 

案１ 校章決まる 

～校章のねがい～「多様性のある子ども達が伸び伸びと育ち、未来を創造して欲しい」 

○鳥が、みらいへ羽ばたく様 

○複数の若葉がだんだん色濃くなることで、成長していく様 

○それぞれの想い（中央下の円形）が未来に向かって大きくなっていく様 

を３つのイメージを重なり合わせて表現しています。 

（稲田 政博氏） 

 

案２ 校章決まる 

「多様性のある子ども達が伸び伸びと育ち、未来を創造して欲しい」との想いを 

それぞれの児童生徒がみらいに向かって 

○鳥が羽ばたいている様 

○若葉が徐々に成長していく様 

○中央下の円形（それぞれの想い）が未来に向かって大きくなっていく 

イメージを重なり合わせて表現しています。 

（稲田 政博氏） 

 

案３ 校章決まる 

校章は、「多様性のある子ども達が伸び伸びと育ち、未来を創造して欲しい」との 

想いを込めデザインしています。 

鳥が羽ばたいているフォルムやグラデーションになっている複数の若葉が成長し 

ていく様などは、中央下の円形（それぞれの想い）が未来に向かって大きくなって 

いくイメージを重なり合わせています。 

（稲田 政博氏） 

 


